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が，しかし， 大学は自分 で考え，自分 で受ける授業 を選ぴ，
それを活用し得る叡知を蓄積する処であります。
今，社会 は急激に変化しており 大学で 学ぶ基礎知識は，
諸君が社会 に出て中堅幹部あるいは指導 者 となった時はそ
の知識はもはや役立たないだろうと思います。その時には
自ら考え，自ら創意 工夫をしなければなりません。それが
出来得るように在 学中充分に訓練を積むことを第一義とし
ていただきたい。
10・‘噌EA《ソ臼
本 学は平均して教官l人に 学生 13名の割合ですが，教養
部は教官が少ないので， このため他 学部から全面的に応援
することになっております。短期 大学部も教官は僅少です
がこれは全 学的に応援することで設立されたものでありま
す。
諸君は教養部で高度の教養を身につけられると同時に専
門へ進むために 学問 研究の準備を十分にしてくだきい。ま
た，諸君は，出来るだけ教官との話し合いの場を持って，
研究勉 学に必要な指針をつかみ， 人生行路の灯台とされる
ことを望みます。
つぎに諸君が 入学してから， 修 学上生活上などの相談に
ついて適切な指導をしてくれるために 学生部と各 学部に 学
務係があるので，それらを十分 に活用し， 有意義な 学園生
活を送るようにして下さい。その際，教官， 職員に対して
は， 学生の本分 を守り，十分に礼をつくして．いやしくも
エチケットに欠けることのないように身を持することを切
に望みます。
また， 学内には諸君の生活を豊かにし， 学友同志、で人格
職 員 消 息、・H・H・.....・H・H・H・－－…...・H・.....・H・－－…… 7 Iの向上に切瑳琢磨するに好都合な多数のクラブがあり， 各
主 要 日 誌・H・H・.....・H・H・H・－－…...・H・.....・H・H・H・－－ 7 I人いずれかに 入部されて遠いあとあと迄の思い出となる活
躍をなさるとともに， 心身を鍛練し， あるいは深い思索に
より， 進み行〈社会 と自己との断絶をなくすように希望し
ます。
昭和46年度入学式学長告辞 ｜ 最後に諸君は如何なる思想を有し， 如何なる 研究を深め
られようが全く自由ですが，一党一派に偏した実践を伴う
行動は厳につつしみ， 学生としての本分 を常に忘れること
本 日 ここにご父兄ならびに本 学教官多数のご臨席のもと ｜ のないよう切望して終りとします。
に昭和4 6年度 入学式を挙行できましたのは本 学の喜びとす ｜ 昭和46年 4月12 日
るところであります。 ｜ 富山大学長 後藤 秀弘
今回 入学を許可された者 は， 文理学部 185名，教育 学部
1 88 名， 経済学部 160名， 薬学部1 00名， 工 学部 300名と 経営
短期 大学部 8 6名であります。
諸君は， 小 学校にはじまる長い 学園生活の最後の人間形
成の場として本 学を選ぴ，多くの難聞を突破して 入学きれ
たことを， 心からお祝い申し上げると同時に， 諸君のご父
兄もことの外のお喜ぴのことと推察いたします。
諸君は， 今迄の 学園においては高校 入試あるいは 大学受
験のためつめ込み式の授業 を受けてこられたことでしょう
関 ｛系 令法
／官報 掲＼政 令 〔載 月日 j
恩給給与規則の一部を改正する政令（ 196) 6・2 1
予算 決算 及び会 計令等のー告Eを改正する政令（ 2 10 ) 6・2 5
条 約
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「
6・ 3 78名 150名
「 」
6・21 78名 156名
」
昭和46年6月・ 7月号 学
日 本国とアフガニスタン王国との間の 文化協定
( 8 ) 
府 令
恩給給与細則の-fil)を改正する総理 府令（ 総理 32)
恩給 法等の一部を改正する 法律附則第13条の規
定により給すべき 特例傷病 恩給の請求手続に 関
する総理 府令（ 同 33) 6・21
恩給 法等の一部を改正する 法律の施 行に伴う 恩
給年額の改定及び請求手続に 関する総理 府令
（ 同 34 ) 6・21
省 令
附 則
この学則は， 昭和46年6月18日 から施 行し， 昭和46年4
月 1 日 から適用する。
富山大学大学院薬学研究科規則の一部改正
富山大学 大学院 薬学研究科 規則の一部を改正する規則を
国家公 務員宿舎 法施 行規則の一部を改正する省 ｜ 次のように制定する。
令（ 大蔵52) 7・ s I 昭和46年6月18日
規 則 ｜ 月 1 日 から適用する。
特別 職の一部を改正する規則（ 人 事院1 - 5 )  6・25
俸給等の支給の一部を改正する規則（ 同 9 - 7 )  7・ 1
職員の災害補償の一部を改正する規則（ 同1 6一0) 7・ 1
訓 令
文部省所鰭機 関等 職員 勤 務 評 定実施 規程 の一部
を改正する訓令（ 文部 2 7 ) 6・25
教育 職員に対し時間外勤 務を命ずる場合に 関す
る規程（ 同28) 7・ 5
文部省在外研究員規躍の一部を改正する訓令（ 同29) 7・ 10
文部省本省内部部局 文書 決裁規程 の一部を改正
する訓令（ 同30 ) 7・21
文部省 文書処理規程 の一部を改正する訓令 （ 文
部 ・文化庁1 ) 7・ 21
学 内 規 則
富山大学大学院学則の一部改正
富山大学 大学院学QIJの一部を改正する学則を次のとおり
制定する。
昭和46年6月18日
富山大学長 後藤 秀弘
富山大学大学院学則の一部を改正する学則
富山大学 大学院学則 （ 昭和42年5月19日制定） の一部を
次のように改正する。
第 6条の表中
I . ：��t:w: I ��i I 
攻I 14名 ｜
34名
12名
28名
24名
富山 大学長 後藤 秀弘
富山大学大学院薬学研究科規則の一部を改正
する声見貝lj
富山大学 大学院 薬学研究科 規則（ 昭和42年5月19日制定）
の一部を次のように改正する。
第 5条第 2項 を次のように改める。
2 前項により履修した授業 科 目の単位は， 4単位までを
前条に規定する選択 科 目の単位に代えることができる。
附 則
この規則は， 昭和46年6月18日 から施 行し， 昭和46年4
諸
AQ一A
議
第l回事務協議会（ 6月 8 日 ）
（議 題）
(1) 昭和46年度国立 大学 事務局長会 議について
(2) 国立学校および所轄機 関等庶 務部 課長会 議について
(3) 昭和46年度国立学校会計部 課長会 議について
(4) 昭和46年度国立学校施設担当部 課長会 議について
(5) 昭和46年度国立 大学学生部次長 ・課長会 議について
(6) 非常勤 職員 の休暇の取扱いについて
(7）勧奨退 職について
(8) 文部省共済組合富山大学支部の診療所の利用状況に
ついて
を
(9) その他
第｜回大学院委員会（ 6月10日）
（審議事項）
(1) 富山大学 大学院学ftiJの一部改正について
(2) 富山大学 大学院 薬学研究科 規則の一部改正について
(3) 富山大学 大学院 工学研究科 推せん入学取扱要項につ
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いて
(4) 富山大学大学 院工学研究科 （ 修士課程）推せん入学
者の 選考 について
第6回評議会（ 6月18 日）
（報告事項）
(1) 国大 協 第 3常置委員会について
(2) 国 立大学長会 議について
（審議事項）
(1) 富山大学大学 院学則の 一部改正について
(2) 富山大学大学 院薬学研究科 規則の 一部改正について
(3) 富山大学評 議会・協 議会 規則検討小委員会の 報 告に
ついて
(4) 評 議会の 開催予定について
第2回大学院委員会（ 7月 2 日）
（審議事項）
(1) 昭和46年6月 富山大学大学院薬学研究科（ 修士課程）
の 修了認定 について
(2) 昭和47年度 富山大学大学 院薬学研究科 （ 修士課程）学
生 募集要項 （案）について
(3) 昭和47年 度 富山大学大学 院工学研究科 （ 修士課程）学
生 募集要項 （案） について
(4) 富山大学大学 院工学研究科 （ 修士課程）推せん入学
者の 選考 について
(5) 入学合格者判定の 大学院委員会開催予定 について
第7回評議会（ 7月 2 日）
（審議事項）
(1) 昭和47年度概算 要求 について
第8回評議会（ 7月 5 日）
（審議事項）
(1) 富山大学 附属図書館工学部分館長候補者について
(2) 昭和46年度当初学内予算配分案 について
(3) 昭和46年5月工学部 機械工学科卒業認定 について
(4) 昭和46年6月経済学部 経済学科卒業認定 について
(5) 年度途中で卒業資格を取得した 者の卒業認定 につい
て
（報告事項）
(1) 国大 協 第48 回総会について
(2) 昭和46年6月 富山大学大学院薬学研究科 （ 修士課程）
修了 の認定 について
(3) 昭和47年度富山大学大学院薬学研究科（ 修士課程）学
生 募集要項について
(4) 昭和47年度 富山大学大学院工学研究科（ 修士課程）学
生 募集要項について
(5) その 他
第2団事務協議会（ 7月8 日）
（議 題）
報
(1） 職員団体の 動きについて
第3回事務協議会（ 7月14日）
（議 題）
(1） 職組の 動向について
第3回大学院委員会（ 7月30日）
（審議事項）
第138号
(1) 昭和46年7月富山大学大学 院薬学研究科（ 修士課程）
修了 の認定について
第9回評議会（ 7月30日）
（報告事項）
(1) 国大協 第3 ・ 4 合同委員会について
(2) 学生部長事 務代 理について
(3) 元施設課高田技官に係る汚 職事件 について
(4) 昭和46年7月富山大学大学 院薬学研究科 （ 修士課程）
の 修了認定について
（審議事項）
(1) 昭和46年度特別昇給定 数 （ 教官）の配分について
(2）教官人事について
(3) 富山大学評 議会 ・ 協 議会 規則検討小委員会の 報 告に
ついて
(4) 昭和47年度富山大学入学者選抜方法等および入学者
選抜学 力検査実施教科 科 目等 （案）について
(5) 昭和47年度入学 試験問題作成主任委員 について
(6) 年度途中で卒業資格を取得した 者の卒業認定につい
て
(7) 昭和46年 7月 富山大学経済学部 経済学科卒業 の認定
について
(8 ) 国 立大学協 会々費 について
(9) その 他
第4回事務協議会（ 7月31日）
（議 題）
(1) 事 務系 職員の 特別昇給について
(2) その 他
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現 '§ 職 氏 名
尾 崎 i羊
文 音E 技 ，民」『 山 田 道 子（薬 寸且a．ー 部）
教 授 手 崎 政 男（文 理， 寸ふ主ゐー 部）
教 授 横 山 泰（文 理 学 部）
教 授 深 井 三 郎（教 育 品寸Lιー 部）
教 授 蔵 島 茂（教 育 A寸Lゐー 部）
教 f受 山 崎 高 感（薬 寸み，，与ー 部）
教 f受 榎 本 三 郎（薬 学 部）
教 授 養 回 実（工 主寸比ー． 部）
教 授 大 井 信 一（工 寸再ιー 部）
回 盛 一 枝
臨 時 用 務 員 ｜
（教育学 部 作 業員） 中 村 武 雄
文 部 事 務 官
（教 養部学務係長） ｜野 村 信 生
（学 生 課教務係 崎 公 文
文 部 事 務 長官Lド｜育工
Ill 国 美佐子
「百「 手 女 川 博 義（工 学 部）
文 音E 技 官． 村 井 忠 郎（工 学 部）
教 務 補 佐 員 中 谷 隆 雄（工 十会主且． 部）
助 手 太 田 篤 志（工 学 音�）
教 授 田 中 久 弥（工 十持ι 部）
富 岡 悦 子
文部省会計実地監査
学 報 第138号
人 事 異 動
異 動 内 n合～・ 発令 年月日 発 令者
文部技官（薬学部）に採用する 46. 6 . 1 富山大学長
助手（薬学部）に昇任きせる II II 
富山大学評議員に併任する ,, ｜ 文 部大臣（併任の期間48.5.31まで）
,, 
II II 
II 
II 
II II 
II 
II 
II II 
II 
II 
II II 
II 
II 
II II 
II 
II 
II II 
II 
II 
II II 
II 
臨時用務員（教育．学部作業員）に採用する I 46. 6 . 1 0  1 富山大学長
辞職を承認する
学生課教務係長に配置換する 46. 6 . 16 II 
教養部学務係長に配置換する II II 
教務補佐員（教育学部）に採用する 46. 6 . 28  II 
講師（工学部）に昇任させる 46. 7. 1 II 
助手（工学部）に昇任させる II II 
文部技官（工学部）に配置換する II II 
辞職を承認する 46.7. 1 0  II 
富山大学附属図書館工学部分館長に併任する 46. 7 . 13 I文 部大臣グ〉 日48 7 12日まて。
事務補佐員（工学部）に採用する 46. 7 . 16 I富山大学長
学 内 諸 報
昨 年に引き続き本 年度も文部省からの実地監査が行なわ
れた。 監査は昨 年と異なり学内紛争の影響もなく学園は平
穏な状態のため4 年ぶりに各部局において監査場を設け実
施された。 本 年度の会計監査の重点事項は 1.会計経理に
関する法令 等の適用に関する事項 2.予算決算に関する事
項 3収入支出に関する事項 4.債権に関する事項 5.物
品に関する事項 6.固有財産に関する事項 7.契約に関す
る事項 8.旅費に関する事項 9.委任経理に関する事項
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10. その他について， 以上のとおり全般的にその監査範囲は
広〈， 更に総合的に各 部局についても監査された。 その結果
は注意された事項が1 2件程で， 指摘きれた事項はなく， 良
好な成績であった。
なお，監査 日程およひ監査官ならびに提出調書は次のとお
りである。
監査 年月日
監 査 官
昭和46年6 月14 日～6 月16 日（午前中）
総務班 文部事務官 小宮常弘
用度班 " 山口恭弘
経理班 " 菅谷正吾
調 書目録 昭和45年度 債権現在額調書
II 歳入調書
" 歳出調書
II 学内 配賦予算の執行状況
調書
II 授業料調書
" 農場等に関する調書
昭和41 年度 物品等に関する調書
昭和4 2 年度 " 
昭和43 年度 II 
昭和44 年度 " 
昭和45年度 II 
" 工事調書
" 奨学寄附金調書
II 科学研究費補助金調書
II 固有財産に関する調書
II 土地建物借入調書
外 部団体等に関する調書
報 第13 8 号
学 位取得者
取 得 者 元治信雄
取得学位 工学博士（東京工業大学）
取得年学日 昭和46年1 月20日
学位論文 ビリング・ テンデンシイに関する研究
取 得 者杉本益規
取得学位 工学博士（名古屋大学）
取得年月日 昭和46 年5月20日
学位論文 I和通式回転円筒内の粒子の挙動に関する研究
永年勤続者表彰
本学永年勤続者表彰式は， 6 月 2 日午前10時から本 部会
議室において挙行され， 次の勤続35年 2名， 勤続 20年17名
の職員に対し学長からそれぞれ表彰状ならびに記念品が贈
呈された。
0勤続35年
工 学 部 井上 浩 附属図書館 永田佐一
0勤続 20年
庶 務 部 土井盛治 庶 務 部 川原富雄
府、 務 部 石野倶行 経 理 部 平崎寛成
学 生 部 平岡幸一 文理学 部 西山勤二
文理学 部 横山 泰 文理学 部 堀 令司
文理学 部 鈴木米三 教育学 部 広瀬棺七郎
教育学 部 古木 寛 薬 学 部 長谷純一
薬 学 部 永田正典 工 学 部 塚山 寛
工 学 部 吉田徳、正 附属図書館 本田善彦
附属図書館 田中栄吉
昭和46年度永年勤続者表彰式
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昭和46年度科学研究費補助金交付内定者一覧
題l補助（曹［
豊 三郎 「－－；；；－－：；瓦着膜の生成過程と触媒活性との関係
覚 ｜ 800 i 北陸断における農工一 体化の進行と問題点
修 ｜ 370 ｜ 市場的諸条件の変化の租税の転嫁に及ぼす影響の研究
言果?'c :tL 石汗
II｛｝千U46if: 6 J l · 7月号ー
)[ 
c 
I �－竺�－�：！：＇.！�
�竺竺十
。一般研究
D 。一般研究
350 I含酸素複素環状化合物の研究
180 ｜ 桓武朝より醍醐朝に至る平安歌壇の研究
200 1遊離基の7イクロ波分光
220 I 北陸の一山 村にお ける人口流出による村落社会の変貌と離村者の生活｜ の実 態
｜ ｜｜斗｜141i171
1
之
一
博
郎光 司光
義沖Rが｜！詐百日・竺竺」川
凶作m1 . 助教自己3
文明，'ti'f!I . !IJJ教校｜ 高 木
続的’＇.＇｛；�1；.品 川ii！山 素IJ 
新規モルフィン頬似化合物の医薬品化への化学的及び薬理学的研究正 ！ポ十j木
。試験研究（｜）
i築学庁Ii ·教J・2
医薬品の圭皮吸収に関する研究
横型連続鋳造連続圧延によるj容湯から製線までの一貫作業の確立
人工筋肉の試作と応用
(2) 0試験研究
(A) 
助教控十：一平困 山 実 180 Dual-resonance modelの時空的解釈について
助教授 中 普 2 1 0 北陸地方における淡水魚類の分布と生態
19 0 電場効果型表示装置用ネマチyク液晶の開発に関する基礎研究
助 手 奥 井 健 一 2 00 壁面が熱線風速計におよぼす影響について
。奨励研究
(A) 0総合研究
植物の培養組織による細胞の機能調節と成分の生合成に関する研究
昭和47年度に3,000千円の交付も内定されている。
2 ,700 介荒授｜西
西教授については，
海外渡航者
目 的
授！外国出張｜アメリカ合衆国「触媒表面の特性に関する日米触媒科
学セミ
l ｜ナー出席
渡航先国渡航の種類i ぃー 斗；�i 自 職
！竹内 豊三郎 文理学部 i 教
し一一一一_L一一 ｜
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学内レクリェーション 経王室部経理課文部事務官 北川｜ 功
惨排球大会 文理学部
日時 7月 10日 （土）午後l時～5 時 議 師 尾島 十郎
場所 新体育館
入賞 優勝 本部 （A）チーム 文部事務官 桜井 雅楽
次勝 文理・教養 （A）チーム 教育学部
三勝 薬学チーム 講 師 小JI I 洋通
教 諭 荒木 菜
砂釣 大 会
日時 7月25日 （日）午前5 時～1 1時 文部事務官 松井 博文
場所 新湊市新湊漁港沖 薬学部
入賞 一位 南 立作 （工） 助 教 授 小泉 徹
二位 伊藤紀男 （工）
三位 難波恒雄 （薬） 工学部
四位 福山 浩 （ 施） 助 教 授 三日市政司
五位 清水与夫 （薬） E力 手 川田 勉
六位 富田龍二 （ 施） 教養部
七位 田中栄吉 （図） 議 師 小坂 光一
八位 時沢 貢 （工）
職 員 消 息 主 要 日 誌
〈新任者〉 ｜本 部｜教育学部
教務補佐員 川田美佐子 6月2日 永年勤続者表彰式
臨時用務員 回盛 一枝 名誉教授称 号記授与式
薬学部 3 日 学寮補導委員会・補導協議会合同会議
文 部技官 尾崎 i羊 7 日 富山大 学大 学改革準備委員会専門委員会
工学部 8 日 第 1団 事務協議会
事務補佐員 富岡 悦子 10日 第 1回大 学院委員会
一般定期健康診断
〈改 姓〉 14日 富山大 学大 学改革準備委員会専門委員会
庶務部庶務課 14～16日 文部省会計実地監査
技能補佐員 石井チイコ （旧姓・岩瀬） 17日 第5回補導協議会
経理部経理課 18日 第6 回評議会
文部事務官 北川 功 (I日姓・細野） 2 1日 公務員宿舎委員会
第 1回授業料減免選考委員会
〈住所変更〉 富山大 学大 学改革準備委員会専門委員会
庶務部庶務課 会計係長会議
技能補佐員 石井チイコ 22日 レクリェーション委員会
庶務部人事課 24日 第6回補導協議会
文部事務官 野口 隆 第2回授業料減免選考委員会
28日 富山大 学大 学改革準備委員会
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7月1 日 第7回補導協議会
2日 第2回大学院委員会
第7 回評議会
5日 第8回評議会
富山大学大学改革準備委員会専門委員会
8 日 第2回事務協議会
12日 富山大学大学改革準備委員会専門委員会
13～14日 国立大学学生部次長協議会 （於京都）
14日 第3 回事務協議会
15日 第8回補導協議会
富山大学大学改革準備委員会専門委員会
19日 1、学試験管理委員会・ 入学者選抜方法研
究委員会合同会議
富山大学大学改革準備委員会専門委員会
26日 富山大学大学改革準備委員会
30日 第3回大学院委員会
第9回評議会
31日 第4回事務協議会
昭和47年度入学試験実施教科科目発表
［文理学部｜｜
6月2日 選考委員会 （哲学）
9 日 教授会
14日 文部省会計実地監査
16日 文学科紀要に関する委員会
23日 選考委員会 （哲学）
文学科紀要に関する委員会
30日 一般定期健康診断
7月7 日 教授会
人事教授会
9 日 立山研究室運営委員会
10日 文学科前学期12週授業終了
13日 理学科3 年次前学期1 1週授業終了
14日 教授会
人事教授会
補導委員会
17日 理学科4 年次前学期6 週授業終了
19日 立山研究室開設
24日 文理学部同窓会理事会
｜｜教育学部｜
6月2日 予算委員会
人事教授会
3～4 日 日教協・第二部会音楽科研究協議会（於高田分校）
報 第138号
4 日 職業補導委員会
4 ～5日 全国国立大学教員養成学部事務長協議会 （当番
校，横浜国立大学）（ 於箱根湯本温泉「吉野旅館」）
7 日 附属中学校教育研究発表会
9 日 教授会
人事教授会
9 ～10日 日教協・第二部 会評議員会 （於私学会館）
10日 特別教職課程委員会
附属中学校遠足
11～12 B 日教協・代議員会 （於東京国立博物館）
16日 教務委員会
18日 附属学園合同運動会
18～19日 全国国立大学教育学部長会議 （於立山雷鳥荘）
23日 教育実習委員会
一般定期健康診断
25日 紀要編集委員会
呉山会役員会
29日 補導委員会
30日 教務委員会
教授会
7月4 日 愛知県教員採用現地特別選考試験
5日 中学校教育実習打合せ会
7 日 図書委員会
補導委員会
8 日 附属幼稚園教育研究発表会
10日 横浜市教員採用現地試験
10～1 1日 神奈川県教員採用現地試験
14日 予算委員会
教授会
人事教授会
16日 人事教授会
教育実習委員会
17日 図書委員会
前学期授業終了
附属幼稚園終業式
19日 補講 （21日まで）
22日 附属中学校終業式
24日 附属小学校終業式
30日 北陸三県附属中学校交換会
附属小学校林間学校 （ 8月1 日まで）
｜経済学部｜
6月2日 第8回教授会
第12回教務委員会
5日 第4 回人事教授会
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15日 第13回教務委員会
16日 持ち廻り教授会
第1回補導委員会
21日 第2回補導委員会
23日 第9回教授会（臨時 ）
一般定期健康診断
7月2日 第5 回人事教授会
7 日 第6 回人事教授会
第 3 回補導委員会
14日 第14回教務委員会
19日 第7回人事教授会
22日 第10回教授会（臨時 ）
薬 学 部 l
6月2 日 教授会
9 8 一般定期健康診断
15日 文部省会計実地監査
16日 薬学研究科委員会
補導委員会
学
18日 共同利用研究施設装置管理運営委員会
23日 薬学研究科委員会
26日 薬学会北陸支部第32回例会（於金沢大学）
30日 教授会
7月3 日 教授会
6 日 教務委員会
共同利用研究施設装置管理運営委員会
9 日 学部レクリェーション委員会
14日 夏季休業
21日 教授会
薬学研究科委員会
人事教授会
23日 図書委員会
｜工 学 部 ｜ ｜
6月2日 学部建築委員会
8 日 工学部将来計商委員会
学部建築委員会
9 日 一般教授会
専任教授会
14日 公害対策に関する打合せ会
15日 日本脳炎予防接種（希望者のみ）
16日 文部省会計実地監査
学部学生（補導） 委員会
19日 専任教授会
報
22日 学部建築委員会
日本脳炎予防接種（希望者のみ）
30日 一般教授会
工学研究科委 員会
7月1 日 学部建築委員会
14日 学部レクリェーション委員会
24日 学部学生（補導）委員会
6月9 日 教授会
15日 教授会
16日 一般定期健康診断
30日 教授会
教授のみの教授会
7月7 日 紀要委員会
12日 補導委員会
14日 教務委員会
教授会
19日 夏季休業
｜附属図書館｜
第138号
6月 1 日 第18回国立大学図書館協議会理事会（於岩手大
学）
2～4 日 第18回国立大学図書館協議会総会（於岩手大学）
9 日 事務打合せ会
15日 文部省会員十実地監査
事務打合せ会
23日 一般定期健康診断
24日 事務打合せ会
29日 図書館商議会
7月7日 事務打合せ会
9 日 レフアレンス・ルーム小こ委員会
12日 山田工学部 分館長任期満了
13日 工学部分館長に田中久弥教授併任発令
17日 時 間外開館休止（夏季休業による）
2 3日 富山県図書館協会大学・高専部 会研修会（於富
山大学附属図書館）
｜経営短期大学部｜｜
6月10日 教授会
15日 文部省会計実地監査
25日 国立短期大学協議会総会
7月8 日 教授会
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15日 教授会
24～25日 昭和46年度厚生補導特別企画（学生研修会）
（於五箇山）
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編 集 富山 大 学庶務 部庶務課
富山市五福3 1 9 0 
印刷所 株式会社 巧 す 令
富山市新桜町2-22 
電話＠1 9 7 7 （代）
